
進路だより 第３号         令和 3 年（2021 年）６月２５日（金） 進路指導部  

7 月 1 日からいよいよ求人票の受領が始まります。人口減少が進行している我が国にとっては、男

女の性差なく活躍できるための労働環境改善が急ピッチに進んでいるところです。これは、工業高校

生が卒業後就職することが多い建設業や製造業にも言えることです。 

今回の進路だよりでは、「女性が働く」ということにフォーカスを当てます。 

この球磨工業高校においては、教職員 78 人中 23 人（29.5％）が女性職員です。生徒の皆さん

にとって最も身近な社会人である「学校の先生」の中でも特に「女性の先生」が、どのように考え職

務と家庭を両立しておられるか、建築科で進路指導部の鍋島先生に寄稿していただきました。 

**************************************************************************************** 

『女性が働くとは』                           鍋島 遥   

今回は『女性が働く』ということについて、皆さんで考えてみましょう！ 

皆さんは高校生である現在、“自分が結婚をして子育てをする”といったイメージができる人はど

のくらいいるでしょうか？ 私も皆さんと同じ工業高校出身ですが、高校生の頃はもちろん仕事を始

めてからも自分が結婚して子育てをしながら仕事をすることについてあまり考えていませんでした。 

現在、私は３歳と１歳の子ども２人の子育てをしながら教員の仕事を続けています。それができる

のは、家族や職場の理解・協力はもちろん、「産前産後休暇」や「育児休業」、仕事に復帰してからも「育児時

間休暇」などの“福利厚生の制度”に助けられているからだと思います。 

実際に子育てをしながら仕事を続ける上でどういった制度を利用するのか、私の場合を例にみてみ

ましょう。下図のように制度を利用することで育児をしながら仕事を続けていくことができます。 

 

次に、生涯賃金に着目して制度の必要性を考えてみます。女性の働き方には様々なケースがあります。

出産後育休を取得して正社員で働き続ける人もいれば、正社員で働いていた会社を出産のために一旦

辞めて子育てが一段落してから再就職しようと考える人もいます。再就職をしようとしても、以前と同様

の収入や自分が望む条件で働くことは簡単ではありません。 

仕事を辞めずに働き続けた場合と、一旦辞めた後に再就職した場合とでは「生涯賃金」でどれくら

いの差があるのでしょうか？ 下のグラフを参考に見てみると、育児休業を取得して働き続けた場合

と、一旦退職後パート(非正規)で再就職した場合とでは、約３倍以上の差があります。また、賃金の

差だけではなく仕事のキャリアアップができない、本当は正社員として仕事を続けたいのに制度がな

く働けないといった精神的なストレスにも繋がるかもしれません。 

 
厚生労働省「平成 27 年賃金構造基本統計調査」、「平成 25 年就労条件総合調査」参考 

また、雇用形態別での生涯賃金差を下のグラフで見てみると、非正規雇用の生涯賃金は正規雇用の

約 45％程度に留まっています。これは女性・男性限らず、どのような雇用形態で就職するかで生涯賃

金に大きな開きが出てしまうという現状も考える必要があります。 

 

厚生労働省「平成 27 年賃金構造基本統計調査」、「平成 25 年就労条件総合調査」参考 

福利厚生については、求人票の表欄に“３．労働条件等”があり（下図参照）、各種休業などについて記入

されていますので、ぜひ進路指導室へ足を運び確認してみて下さい。福利厚生の制度の大切さは、実

際に出産や育児、介護など自らのライフステージに直面して分かることなのです。 

 

皆さんがこれから進路を考えていく中で、「興味があること」「やりたいこと」といった気持ちはと

ても大切です。しかしそれだけではなく、これからの長い人生を見据えた自分自身のライフプランを

考え、“正社員として働き続けられるか”ということも考えてみてほしいと思います。これは女性だけでな

く男性も同じです。近年では男性も「育児休暇」の取得が進められるなど、女性が働き続けるためには

男性の協力が不可欠になってきています。福利厚生の制度を利用するのはもちろん、家族や職場の同

僚・上司の理解や協力が働き続けるための手助けになり、精神的なサポートになることも忘れてはい

けません。そういった意味でも、女性の働き方に優しい職場の雰囲気や、その基盤である育児等の休暇

をはじめとした福利厚生の充実した企業を選ぶことが重要となるでしょう。 

**************************************************************************************** 

 いかがだったでしょうか？ 仕事の

選び方は人それぞれですが、「福利厚

生」や「生涯賃金」「復職」など様々な

要因を勘案して、仕事と生活のバラン

スをとることが大切ですね。「新卒の今

だから」福利厚生の充実した会社が選

べます。20 年後、30 年後の自分をし

っかりと見据えた進路選択をしたいで

すね。 

 過日、読売新聞に女性の働き方に関

する記事が出ていました。こちらも併

せて読んでみてください。 
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【例：私の場合】 

 
5 月 3 日(月)読売新聞 

【求人票（福利厚生）の記載例】 


